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                                        Abstract ･

          ･ A  New  Method  of protect;'ng Wood  against  Marine 

'Borers.
 )

      By  Shizuo Mawatari, Rigakushi, A4ember, aitd  Tadao Kagawa,  Associate Member.
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        Protective methQds  generally  in use  for sa'ving  wooden  ships  from  borers.are either

   chemical  or  mechanical.  The  chemical  method  kills the  borers by  painting  er  injecting

   
'preservatives

 or  toxicanbs inte the waod.  The  mechancal  method  prevents  borers from

   reach'ng  the timber  by  sheathing  it with  sii,.eet metal  or  specially  treatcd fabric. Observation
                                        t.

   ･of exposllre  tests on  materials  treated  by these two methods  have given the following

   .results: - '
 

"

     1) Painting the exposed  surface  with  a  chemical  substance  harmful or  disagreeable to
      t

   
'marine

 borers such  as  copper  p'aSnt, is commonly  practiced  as  fhe most  effective  and  practical

   .method  in use  at  present. This  method  is not  permarient because the  protective  substance

   .,e,ikh.e.r,g.r:;dl",a.ii,Y.ataC,h,2S,.O.Y.;,O.'.,th,.e,C.O.a,tig,.g.Zlllk`"s.g.e.i;g,:yed,Py"brasioninaveryshoft
     2) Sheathing the  bottom with  an  outer  board  wth  an  interveni'ng Sayer of tar paper has '

   .wbeoer".gO."nSldeboriili.rgeS.{rstuasnt:'.eb,ntt,lohv;rraeXtpew:il&nrtssehr2.owdltquiteineffectiveagainstbothshp-
     3) Impregpating the  wood  with  pre'erv.atives and  toxicant] is cons  dered better than
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     4) So far as  the wefght  i .concerned, sheathing  the bottom  of.a  sh{p  with thin  wood  im:

   pregnated  with  creosote  or  copper  hydroxide .is  better than  injecting the hull itself. But

   the  impregn]ted boards rengihen  the  1ife of  the  ship  only  unin  thd  in/ected toxcants  leach

   out  of  the.thjn  wood,  whieh  is usual!y  within  a  year. .

        No  chemical  rnethod  depending on  tox'city Iasis overLone  or two  ye,ars.

         Next  they  tested various  methads  of applying  solub'le  urlne  resin  compounds,  which

   may  be so  treated  as  to make  a  hard, unsoluble  outside  layer, giving  mechanical  as  well

   as  chemical  protect/en. Results were  obtaiped  as  follows:
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決定す る意昧に 於て 璽要 で あ る 。 よつ て 我 々 は 先ず此 に甥 して 幾つ か の 豫備實驗を行つ た 。

3． 塗料に對する豫備賢驗

　木脂船底 を塗裝す る こ とは あらゆ る 場合に 行われ ， そ の 有毒成分 と し て 銅化合物が重用され て い る こ とほ 周知

の事實で あ る 。 塗裝は蜜際施行上最 も簡　　　　　　　　　 ．

便 で あ り ， 理論的に 言つ て も船底 の 全面　　　　　　　　　　　　　第　 1　 園

を木材 と異る物質で被覆する の である か

ら ， 加害動物の最 も幼弱な時期に之を防

除す る こ とが出來るわけで あ る 。 しか し

蟹際問題 と して 塗裝は 必ず或 る時間後 に

は 劒落 し去 つ て ， その 後に は 無防備の 木

材面が 露出す る σ 從 つ て 塗裝は 塗膜が 完

全 な限 り趣 め て 有敷 ℃ あ る代 り， 劒落に

よ る 露出が時間の 經過と共 に 増六す る と

い 5點で 極 め て 不安定な危險攀の高い 方

法で あ り， そ の 缺陷を補 5に は少 くとも

年二 囘 の 塗換を必要とす る 。 從 つ て 先ず

剥落 しな い 塗料を 探 求せ ねばな ら ない こ

と と な る が ，

一體剥落の 原因は 何で あ ろ

5か 。

　船體が航行に よる 急激な水流に洗われ

振動や ひ ずみ に よつ て 動か され ， 波浪や

他の 物饐によつて 衝撃を うける こζは最

も明 か な剥落 の 原因で あ る が 7 今 nt つ 重

要な原因は塗膜自身 の 膨潤現象 で ある 。

塗黌を構成す る 浪ワ ニ ス 及び顔料 が吸水

性及び透水性 を有す る こ とは 周知 の こ と

で あ る が 7 そ の ため に 塗膜は膨潤 して 結

合力を減 じ・ これ を逶遏した水ほ本材 を膨脹せ しめ て 鯛落を容易にする 。 ．從つ て 從來の 組成を以で 製作され た塗

料を用 い る 限 りこ の 防止 の 望みは 5す い 。 しが も從來行われて 來た 毒物に よ つ て 防除しよ うとい 5考 えを 基礎 と

して 塗料を構成す る蝪 合，こ の 敏啗ほ寧 ろ暦大するよ うで あ る 。 邸ち塗膜内の 毒物が附着す る幼蟲に 觸れ て 之を

殺 し ， 又は 穿孔す る 成蟲の 滄化管に 入 つて 之を 殺すた め に は ，少 くとも水溶性で な くて は な ら ぬ 。 易溶性の 毒物

は 強力で あ る が その 敷力は 急低下 し ， 效力の 永績性を志せ ぽ難溶性 の 毒物となつ て その 殺蟲力が減ず る とい う矛

盾の 外 に ， 難易に か 瑠 ）らず或程度 の水溶性 を有ナ る 以上 時間の 經渦 と共 に 吸水 と溶出に よ る 敷力 の 減退 を絶甥

に 邂け 得られ ぬ とい ラ根本的な矛盾を克服する こ とは出來tsu）樣で あ る 。 こ の 意昧 に 於 て 若 し塗膜が剥落せねば
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

無毒の 塗料で あつて も剥落 し易い 有毒塗料より も防除敷果が 大 である可能性が あ ろ う。 筆 者等 の 得 た 結果 の
一
例

を第 1 鬪に 示 し た 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

　塗裝 した 木材 の 吸水に よ る重 量 の 壇加 を 見 る と （C ・ P ）そ の 吸永す る 早さは無塗裝 の 素材 （W ）に や x 劣る が

結局は 大差は ない 。 又之を剥離 しやす い 外海に浸漬 した 場合 （ct　p）・と ， 軅 の お それ の少な い 水槽中に浸漬 し

た 場合 （c
ノ
， P ！）とを 比 ぺ る と ， 前者 の 喰害は 明か に 後者 の それよ り甚 し い 。 そ し て こ エ で注目す ぺ きは 有毒塗料

とし て 最 も有效だ と考え られ て い る コ
ッ パ ーペ イ ソ ト塗裝片を外海に浸漬 した場合 （C）の 方が ， 無毒塗料塗裝片

を水槽に浸漬 した場合 （pり よ りも喰害率が高い とい う職 で ある 。

　こ の 結果 か ら見れぽ防除效果を左右す る もの は有毒物質 の 有無強弱よ りも塗膜 の 剥落の 有無 で あ る ζ とは明か
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で ある 。 筆者等は こ N に於て 毒物に よる防除方策を邂け別筋 策を と る こ と U た 。

4．　 中間層處理に對ナ る豫備寳驗

現在木船の浸水部分 に厚さ2．5糎程度の杉の 包板を張る方法が廣 く用い られ て い る。 之は第 2章第 4に 詑した

生態學的事實を應用し喰害を包板に 止ゆ

それ以上船體へ 侵入す る こ とを防こ うと　　　　　　　　　　 ．　 第
’2 ・圃

す る もの で あ るが ， 現寳の 施エ状況を見

る と ， 包板 と船體 との 中間に 必要な だけ

‘
の塞間を置 くご とは困難で あるため ， 單

に 包板を そ の ま X 釘 で裝瀁す るか ， 或 は

tt

コ 冖ル タ ール を塗裝した上に包板を裝着

す る か の 方法を執つ て い る 。

　單に包秡を 重ね た 場 合， 包板を喰害 し

た フ ナ ク イ ム シ 成 蟲が容易に 内板に貫逋 ・
　 　 　 　 　 k

し て 行 くこ とは 既 に 大島泰雄氏 め報告が

あ る 。
コ ール タ ール 塗裝 の 無效な こ と も

猛野峻氏 の報告が あ る が ， 筆者等もこ れ

を逍試 して 第 2圓 の如き結果を 得た 。 水

は 包板を透 し コ ー一一　）U タ ール 層を 逋過 し て

内板に容易に浸入 し，蟲も亦或 る期間後

に は こ の 層を貫逋 して 内板に喰入 る 。 圖

に見る如 く包板が完全に そ の 使命を果 し

得る の は約 9 ケ 月聞である か ら， こ の 方

法に よつ て 内板の喰害 を未然 に 防こ うと

す る に は頻繁に 之を更新 す
’
る か ， 包板の

厚さ を壇 して 丙板に喰入 る ま で の 期聞 を

の ばす か の ：二法し か な く♪ そ の 何れも木

材 の 浪費et．甚 しい
。 殊に 2 ケ 年後 に ほ内

板の 斷面塗騨 が 20％ に 近 くな り船體彊
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・patS＄s くh て 同様な限界黥 嗹 す る・ こ の 事ew レ ォ V・・一　5の 毒性が時間の經過 に拌 つ て 吸水す る に つ れて 水中

に溶雌 低下 して 叡 こ と を 示す．眺 注入 され た毒撚 板の 表画か ら厭 溶出 し内方に 向つ て 糠 の 傾斜醐

　　　　　　　　　　第　 3　 鬮 來，先 ず最も重要な外表面が毒性を失い

無防備とな つ て 害蟲 の 侵 入 を 許す こ とに

な り， 之 が 家第に丙部 に及ぶ の であ る 。

從つ て 注入毒物の 效果を永績させ る た め

に は 注入 す べ き木材 は 厚 い 程 よ く，當然

の結果と して 注入物質は極め て 多量と な

らざる を 得 な い 。 こ の事は注入 法 の
一

つ

の 矛盾で あ り， し か もなお效力 の 漸減を

邂け得られぬ點ぼ 注 目を要する 。 特に こ

の 方法は航行の 必要上船體重量の増加 を

好まぬ 木逡脂に は 不 適當 で あつ て ， こ の

點は 牋橋等 の 場合と同一覗する こ とは不

可 である。

6． 竃物によら繊防除の

可 能性

　　　 　　　　　　 以上 の 小實驗 に よつ て 毒物に よ る 防

　　　 　　　　 除が必ず し も完全 で ない こ L．を 明か に し

　　　　　　　　　　　　　　12　　　　　　　　　 ・24 月　　　た が、しか らば毒物を用い な い で 防除す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 る こ とは 出來 る で あろ 5か o

　 こ 増 こ於て 第 2 章の 第 2 項を囘顕する必要があ る。 フ ナ ク イ ム シ もキ ク イ ム シ もそ の 穿孔 は 介殼及び 口器の 罐

擦乃至打撃辷よつ て 行おれ る もの で あ る ならぽ ， こ れ等の もの が穿ち得る もの は 此等の もの よ りも硬さの 劣 るも

の で な くて は ならぬ 。 船用材たる杉板が喰害され る こ とは 一
面 に於て は そ の 硬度 が 介殻及び 口 器 よ りも低 く∫．か

も之が吸水膨潤 に よ つ て 憲速 に 軟化する こ とを 示 して い る と も言 え る 。 從つ て 硬度の 高い 木材ならに喰害を受け

ぬであろ 5し， 又硬度の 高い 塗膜を以 て 覆 うか ， 木材 を靂理しせ硬化 し得るな らば防除の こ と も目的を逹 し得る

筈 で あ る．と考 えられ る 。

ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
』
　　　

”

　 事實南津地方の様な 強力な穿孔動物の 多産ナる所で も材質中に 硅酸を多量 に ふ くむカ ジ ユ ー
e ナ ＝

、 グ リ ソ ウ

・ ド等の 如 き木材帳 期聞の 浸漬に 耐 え 夊そ の 地 方に於て は 防除 の た め に ア ス フ ア ル ト・砿 等の 如鞭 し淡 面
，

を與える もの を厚 く塗つ て 用い ・ 又歐米に於て も棧僑等の 脚部を コ ソ ク リ H ・卜 ， 金屬板等で包む こ とが行われ我

國 に於て も同樣な 方法を 以 て 防除敷果 を あげて い る例が あ る 。

　若 し適當な硬度を得る塗織が得られれば ， 之は 毒性を護揮す る要が ない か ら膨潤性を有する 必要 は な く ， 從つ

『
て 剥落の 最大原因 の 一を 矛盾な く除去す る こ と が 出來 て その 永纉性は 壇す で あ ろ うし ， 之 を 包板の 下 に 中間暦處

理 と して 用い れば丙板は殆 ど完至 に 防蟲 し得 られ，又之を注入 すれぼ木材 の 厚薄に よる效力差は な くな り從つ で

．薄板を 用い る場合に は その 注入量を節約す る こ とが 出來 る で あろ うと思われ る n

　 筆者等は 毒物 ごよ る防除試驗に度々 失敗 した經驗よりして 從來礁究對象と し て 殆 ど取扱われ て い ない 此の硬度

に
’
よ る防除方策に力を注い だ 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．　 木材の 吸 水問題

　前記の 諸章に 於て 筆者等 は防除效果 と關蓮 し て 常 に 木材 の 吸水に よ る 重量増加 の 割合を問題 と して 來た 。

　從來船底處理方法 の 研究が行われ る場創 ；， 殆鍛 永 の 問題 が 取扱われ 酔 つ た こ とは す こ ぶ る祇臓 な事で

あつ た と言 つ tよい 。 吸濕吸永 の 問題は陸上 の 木造建造物に就い て は古 くか ら問題 と され ， 建 築用材 の 腐朽が 吸

濕を そ の 根本原因 とす る 二 とが明か に され て い る 。 木船に於て も船體の 吸水に同様に 腐朽 の涼因 とな る の みで な

く ， その た め に起る用材 の 膨脹は器體緡立 の弛緩の 原因 とな り， 金屬釘を腐蝕し ； 強度 を減じ， 特に 上架に よつ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 “　　　　　　　　　　　　　　　　N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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て 時々 室氣中に 乾燥され る 場合等 乾濕 に よ る收縮膨脹 の 繰邁 しに よD て 5け る船體の 弛緩は甚 し く，種 々 の 不都

合 の 因 とな る 。 そ の 上吸水に よつ て 船體 の 重量は約 2倍に も逹す る か ら速度の 減少， 燃料の壇加 は冤れず，寧 ろ

吸水に よ る破害 は 明か に 目に は見えぬ けれ ど も却つ て 喰害を凌駕す る と も思われ る 。

　從つ て 船底處理 の 問題 は防蟲 と共に防永を か ね得る こ とが望 ま しい 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8， 貿驗の 經遏欟要

　筆渚等は 上記 の よ うな批判分析 と牛行して そ の實證を得る た め に 次表 に 示す蜜驗を行 うに當つ て 處理 前の 素材

の 表面積 ， 體積 ， 重量 を計 り，之 に 各種 の 防蟲處 理 を 施 し て 海屯に 投入する 際再び重量をは か つ て 處理 に よ りて

増加 し た 重量を算出 1ノ ， H 定時 日後 引上 の 際に は i莚面 の 附薦物を掻き落 し水を拭い 去つ て 三 度重量 を計 り、 之に

よつ て 浸水 に よ る重量の 墳加を記録し た o

實　驗　經　過　概　要

囘 i投 朋 副 引 銅 司灘 期 剛 鯲 場 所
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’43 　
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’44v

’44X ’45 　猛 ，4
M ’4
@M 素 材 ，塗裝

包板

中 間 暦

合板

注入 ， 合板 塗 装 ，包

，中 間 暦 塗裝 注入 ・

材 素材 ， 注入 ， 塗裝，包 板

f 材♪塗料 ， 注入J
間暦 ， 合板

f

，

料，
注
入 ， 中 間 暦 ， 合 板 塗 料 ，注 入，中間暦 塗 料 ， 申 聞 暦 獣 靉 　 　 ・ 備

流 失 し た も の の 引 上 月 日 は 最 経 回 調 査 の 日 附 を 以 て 之 れ 當 て た 。 　 　 』 　 　 　 　 、 　 　 　 　 　 　 　 　　　 　　　　　
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碁成擁 疵詞
146．5　　159．9　　2唖3●0

151．9 　　172．2　　195．6

ユ3．4　　　48曹1 ．　 61．o「

20．3　　　23．4　　　43．7

40

．5

0．80d

　1

31

　　 備考　1 ： 硫酸 銅 “ 苛性
』
ソーダ と は 硫酸銅 10％ 液 を塗布後苛性 ソ ーダ 5％液 を塗布 し， 水 酸 化 銅 を沈着

　 　 　 　 　 　 　 せ し め た も の ．

　　　　　 2） 「油化 」 塗料 と は 日本油 化 株式會敵に依頼 し 艶 試作品で 松 根 油 殘渣 を主 成分 とす る 。 、

　　　　　 3）
’if　 ＝ ・ 一ズ ・

＝hp 一ズ は 何 れ も 硝 酸纖維 素 塗 料で 夫 々 茅 ケ 崎製作所及 日本 油 化 株 式 輌 止の 試

　　　　　　　 作 品 で あ る 。

　　　　　 4） 標本 は 1ex15x3cm の 杉 材 を 用 い た 。 以 下 特荐己せ ぬ も の は す べ て 同 寸法 で あ る。

以上 の 中 ・ ヅ
・ 一ペ イ ソ ト， 硅酸曹逹 唖 畫躡

’
涸 睡 料 ， ビ ＝ P −一ズ ・ 幼 ・ 一ズ 冶 成樹脂接着劑ρ蠣

は ・年浸水 で 全 く蝕害tt受け な か つ た も の で あ る ． こ の 事蹤 勅 懺 が殆 ん ど ・ 年間の 結果e 以 で 敷力 醐 定

を し て い た 事 に 對す る反省 を 要 求す る もの と思われ ，今後 の 防蟲虞 理 は數年間そ の 敷力を保ち得る檬な もめの 探

求え向わねぽならない こ とを示唆する もの で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　又蟲害 の 多少が塗料 の 剥離 に 關係あ る こ と もift　k“こ の 結果 に よ つ て 推測され る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

　　　　　　　　　　．　
「
　　　 田． 申間層處理實験の 結 果

中 間 層
1内 ．板 重 量 …
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ロ
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含 成 樹 脂 接 藩 劑 ．

153．7164

．2161

．5177

．3

ユ56．5161

．9170

．4168

．4

301．11
304．9

’

327．334s

．2288

．1193

．4213

．2195

．5

吸 水 に よ

る重量墳
加
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2 年浸水後 ， 斷面積 le　cm2 當 り
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　　　備考 1） 杉材 15x10 × 3cm を 内 板 と し ・ そ o
’
裏 面 に 處理 薬 品 を塗 ⊃之 を 2mm 厚 さ の 無處 理 の ブ ナ

　　　　　　　 包 板 を以 て 覆 うた 。 　　　　　　　　　　　　 ，

こ の 内 1 ケ 年後に 内板が全 く被害をうけなか つ た の は コ
・ パ ーベ イ ソ ト・

ビ ニ ・
一ズ ・

ユ カ ・ 一ズ ・ 合成樹脂

接着翹の 4 種で あつ た 。

11
。　注入實驗の結果

藥
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　注入が塗裝や申間層慮理 よりも敷力の 大なる こ とボ よ くわか る が ， その た め に 重量が 重くな り邉 ぎる缺點があ

る。 1 輔 の 曝 恥 は コ ール タ ール と ev ゾール を 除 く他全部が無灘 …で あつ た ・ク レ オ ソ ーV及び鰮油は 注入

量を壇加す る こ とに よつ て 防蟲性を壕すこ と が出來る が 7 家第に洗失し て 行 く以上遶か らずそ の 效力を失 うもの

と考え られ る
， 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　12． 包板注 入實驗の 結果

木船の 船饐そ の もの に注入 すれぱそ の 敷力 の 永續を望み得 るか わ り」 藥液量が莫大 と なり重量壇加 も著し くな

る 。 こ の 矛盾を解決す る た め に ， 薄板に注入 し た上之を防蟲包板 と して 船底外部 に は りつ ける方注 が 考 え られ

る 。 こ れ に よ れぽ 重量 も輕 く ， 劒落 の お それ も な い 點で 兩者 の 長所 を 畿ね短所を すて た もの とい つ て よい 。
・

包 板

銅　　板　 O・3mm

セ ル ロ イ ド板 1mm
コ ール タ ール 注入板

ク レ オ ソ ート注入板

硫 酸 銅 注 入 板

＝
・．・パ ーベ イ ソ 5注

入 板

ビ ニ 卩 一ズー注入 板

合成樹脂接着劑注入

板

鰮　油　注　入　板

重 量

蘿 前 鮃痩泉篠
401387
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199．7　　　321．7
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　　 備考 　1）　銅 板 7 セ ル ロ イ ド板 は 3 × 1◎X3cm の 杉 板 を 内 板 と し ， 他 は 15x10 × 3cm の 杉 板 を 内 板 と

　　 　　　 　　 し た o 　　　　　　　　　　　　　
』
　　　 ．　　　　　　 し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

“

　　　　　 2） 銅 板 丿
セ ル ロ イ ド板 は そ の 抜付の 隙間 よ り海水渉浸 入 し た た め 吸 水 に よ る 重 量 櫓加が 大 で あ つ

　 　 　 　 　 　 　 ko

　ユ年闔無被害の もの ほ銅板 ， セ ル ロ イ ド板 ， ク レ オ ソート注入板 ，

’
硫酸銅注入blt−・コ

ッ
パ ーベ イ ソ ト注入Pt．、　・

ビ ニ ロ ーズ注入 板 ， 合成樹脂接蒼劑注入板で あ つ た 。

　　　　　　　　　　　　　　　13． 合板處理 賀驗 の 綾果

近年合板船の 製作が よ うや く具皚化 し來つ た が ， 之は 木材利用率 の 高い こ 島 舶體張度 の 大 な る こ とで 將來釜

々 使用 され る で あ ろ うと思われ る 。筆者等 が 合成樹脂接着劑を選んで防蟲處理 を試みた 意昧 の 一牛 は 合板般製作

の 合理 化 に あつ た 。 次に そ の結果を記す と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 層

外 側 板

「
．一．

ク ソ ゾ ー ル 注 入 板

　硫　酸　銅　 注　 入　板

　 ベ ー ク ラ イ ト注 入 板

　合成 樹 脂 接 着 嫻 注 入 板

　鰕 　 油　 注　 入 　 板

浸水時重量 gr・

l　　　　 l
』
83

舗

142137

ユ09

・年齦 魂 蠶 驤齶 蠶
146．

160147143151

58
・ 65　、
　 5：．

　 642

1
31

、
003

1 0

ユ

　

　

pO

20

舷

0

．

　　 備 考 1） 三 枚合 せ と し 10× 20 × O．5cm と す る Q 接着 は カ イ i イ．ン を 用 い た o

即ち合板般製作の 際適當 な外 側板を邃び之を 合成樹脂接着嚠を用 い て 接着 し合板を つ くる とすれば塗装も包板

も不 用な醗水祕蟲性 の 船體 を つ くる 可能性が あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 14． 結　　
’
　　 語 　　　　　　　

’

、以上述ぺ た談鬣静結果を 嬰約 して 鬪 に 示す と第4 鬮 を得る e 之に 主 つ て 合歳樹脂接蕭期の 優秀な防蟲力と之に
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隼　　4　 N

襲
處
理

中
簡
層
虞
理

入．
虞
泓

放

處
理

　　　　　　　　　　　　　　 A 　 ． B 　 　C ．　 D 、
’
　 E 、　 F

　　　　　　　　　　　　　　　口 ・A ，i（tvEPt’　   叙 加重季　 ■ 師 轄 孝

件 う防水性 とを知る こ とが 出來 よ う。 ．　　　　 ．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・

　本研究は早急 に 應用す べ ぎ 目的 を 以 て tc）Eれ たた め に ，
・合成樹脂各種 に 就て の 系統的比輳研究に ま で着手し得

な か つ た が 丿 本年度よ り之に着手 して 最 も實用的な組成 の 広 の を 知 りた い と希望 し て い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　　 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15
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討 論

O島漣 　成信君　船喰蟲 の 幼蟲 の 大 き さ は ど の 位 で し よ うか 。 又 壁 を 自 由 に 通 る
．
も の で し よ うか 。 實 際 に 入 つ た

孔 が小さ い の に 中で 生 長 し て い る 事が あ り，あ る時 に は 外 側 か ら孔 が 全 然見え な い こ と な ど あ つ た の で す が ，

　そ の 邊 の こ と を御教 示 願 い 度 い と思 い ます 。

O馬渡 　闘 央君 ．幼 虫 の 六 き さは 大 體 0．Snm ピ ン の 先 位 し か あ り ま せ ん か ら 殆 ん ど 侵i入 した 孔 が 見 え な い 事

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
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　が あ り ま す 。 然 し 中 に 喰 入 り牢す と 日本 に G・る 普 逋 の も の で 直 徑 5・一・7　m 長 さ 10Av15　cm に の び 南方 で は 大

　きな も め は 直徑 2cm
， 長 さ 1m を超す もの も あ り ま す 。 南 方 の もの は 日本 の もの よ 蝦 力で ， 内 地 で 實驗

　す る と 抵 抗 力の 張 い 木材 で も 南方 に 持 つ て 行 くと效果 が あ b ま せ ん 。 例 えば 鐵木は 口本 で は 殆 ん ど喰 われ ませ

　ん が 」 南方 で は 之 も喰害 され ま す し表 面 に
ピ ツ チ 暦 を か ぶ せ て も南方 で は 殆 ん ど無 效 に な り ま す

。
そ の 幼 虫 は

　侵入 す る 時 ピ サ ス と言 う軟 い 紐 の 様 な もの で 髏 を さ エえ 小 さ な 貝殻 を動か して ，

「
そ の 一

部に あ る ギ ザ ギ ザ し た

　齒で 孔 を 明 け る の で す。 木邁船 の 塗 料をい S 加減 に 塗 つ た 所 ξか ， 塗料の 剥げ た所 と か 木 と 木 と の 隙 間な どか

　ら喰 い 込 ん で 害 をす る事 が 多い の で す 。 幼虫 は 胎 生 叉 は 卵 生 で 孵 え る と 水 中 を 自 由 に 上 下 に 泳 ぎ木 材 の 水 や ア

　 ル ・コ r ル に 溶 け る 成 分 に 集 V ま す o

O 南波松 太 邸君　船喰 虫 は 眞水 に は い な い の で す か 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’

O 馬渡 　騨夫君 淡 永 に に 居 ませ ん 。 又 之 を淡水 中 に 入 れ る と温慶 に 依 り違 い ます が ， 冬は 一週間位 ， 夏 季 水 温

25°一一26°位 に な り ま す と 2 − 3 日 で 死 に ま す 。又 船 を 引 き上 げ て 乾燥 ざせ ま し て も一邇 問位 は 生 き て 居 り　Ptす 。

O 肅波松 尢郡君　そ う す る と 時 々 川 に 入 る と害 を受け る事 が 少 い 譯で す れ 。

o 馬渡　靜夫君　淡水 に 入 tしる と 衷は 水眷 を引込 め 2放 の バ レ ツ ドと 言 う石 灰 質 の ふ k を閉 め て 仕舞 うの で 直

　ぐ死 んで 仕 鋤 こ と は あ V ませ ん し例 え 死 ん で も穿 つ た 孔戯 の ま 螻 りま す か 礁 體強啣 掴 復 し ま せ ん．

O 南波 松 太 鄭君　比 較的竪 い 樹 脂 類 を張 つ た 時 ， か き，ふ じ つ ぼ，海蘗類 は 附 着 し ます か 。

o 馬渡　靜夫君 喰害 と 附着 と は 原 理 が 全 く邇 い ま す炉ら別 の 方法を と る べ きだ と思 い ます 。 附 着物 は や は り水

銀系統の 毒劑 を使 つ k 方が よ く・ ク レ オ ソ ー ト は幾 らか 好 い と 言 う結 果 が 出 て ま い り ま す が ， 2號 M 底 塗 糊 く

　は 及 び ませ ん o 喰害防止 法 を と つ た 上 に 防汚塗料 をぬ る べ きで す 。

o 島津　正 信君　移動 し て い る もの と ， 海 水 に 靜 か に 置 い て あ る もの と で は 附 濳 の 仕方 が 違 う と 思 い ま す が ど う

　で す か 。 木 造船 で 燒 玉 が 間 に あ わ ぬ の で 2 〜 3 ケ 月 進 水 後 ほ つ て 置 い た 所，南洋材 ， チ ーク 等 を使 用 しな い 限

　 り海綿 状 に ズ プ ズ プ に 成 つ て し ま つ た と 言 う例 が 多 くあ 9 ま し た 。

O 馬渡 rs夫 君 翻 力澗 に谷わ vaの で 繋 い で 置 い 繝 に 殆 ん ど 役 に 立 た ぬ 位 まで 喰害 さ れ た と 言 う 苦 い 繊

　は し ば しば 戰爭中繰返 され た 断 で す 。 船喰 虫 の 幼虫 は矢 張 り浩 岸 に 多 （居 る もの で す か ら大 洋航行中 は つ き ま

　せ ん 。 碇泊 中 に
一

旦 附 着 す れ ば 其 の 後 は 航行 中で も ド シ ド シ 成 長 し て ，何 うに も 仕様 が な く な り ま す
。

o 齦 （常松 mUfiB君） 一言耡 ・ ら雛 を申上 tl’ ます 。 虫 の 害蹴 て は 木船 砺 で は 以雨 力・ら 非 SSrc惱 ん で い 鱇
1

　は 事實で ， 之 に 謝 し ま し て 合成樹脂 が 吸 濕 が 少 い と 言 う性 質 を蕪 訟 て 虫 害防止 上 非 常 に 有敷で あ る と 言 う實驗

　を確 め られ た 。 只 今發 表し て い た y き ま し た事は 木 造艚 の 將來 に 大 な る 光明を與え られ た事だ と 思い まず 。 之

　が 完全 な 防 虫 剃 と 折紙 が つ き併 せ て un 　i−fouling に も適 當 な もの が 得 ら lvFcな ら ば，木造 船 に 封 し 非常 な 效

　果 が あ る と 思 い ま す D 今後 も合成樹脂 に 就 て 戌分 を色 々 か奚 て 實 驗 を され ， そ の 成 果 が あ が り ま した な ら 更 に

　發 表せ られ ん 事 を望 み ます 。 然 し 工 業的 に 安 く供給して い た だ け る 様 な もの で な け れ ぱ 具合 が惡 い の で す 。 ど

　う ぞ こ の 點 をお 含 み 爭上 今後御研 究 を お 績 け に な られ 成 果 を お 擧げ峰な る事 を希 望 敷 し ま す 。 拍手 を 以 て 皆様

　と共 に 著者 に 御釐 を申上 げ度い と 思 い まノ●
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